
こ
の
日
の
演
題
は
「
障
害

者
就
労
と
地
域
づ
く
り
」
。

田
中
教
授
は
ス
ラ
イ
ド
を
使

い
な
が
ら
「
障
害
者
が
一
般

企
業
に
就
職
で
き
る
割
合
は

非
常
に
少
な
く
、
給
料
も
低

い
。
最
近
は
ソ
ニ
ー
や
ホ
ン

ダ
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
企
業
が
特

例
子
会
社
を
設
立
す
る
な

ど
、
障
害
者
雇
用
に
前
向
き

な
姿
勢
を
み
せ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
、
１
部
上
場
企
業
の

取
り
組
み
に
関
す
る
数
々
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
知
県
・
徳
島
県

の
養
護
学
校
を
卒
業
し
た
子

ど
も
た
ち
の
就
職
率
が
高
い

こ
と
に
つ
い
て
は
「
受
け
入

れ
る
県
民
性
の
違
い
か
も
し

れ
な
い
」
と
の
見
解
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念

の
井
原
桜
ま
つ
り
（
井
原
町

ま
ち
づ
く
り

の
会
主
催
）

が

四

月

七

日
、
桜
橋
公

園
一
帯
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。五

日
ま
で

満
開
だ
っ
た

桜
は
強
風
で

多
く
の
花
が

散
り
「
荒
れ

た
天
候
に
な

る
た
め
、
な

る
べ
く
、
外

出
を
控
え
る
よ
う
に
」
と
い

っ
た
報
道
も
影
響
し
、
こ
の

日
の
人
出
は
少
な
め
。
太
鼓

の
演
奏
・
子
供
神
楽
・
お
茶

席
な
ど
は
、
隣
の
勤
労
青
少

年
体
育
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を

移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
井

原
公
民
館
を
午
前
九
時
に
ス

タ
ー
ト
す
る
小
田
川
堤
桜
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
今
年
も

多
く
の
住
民
が
参
加
。
自
治

連
合
会
関
係
者
ら
に
よ
る
焼

き
そ
ば
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な
ど
の
模
擬
店
も
例
年
ど
お

り
開
か
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に

よ
る
第
三
回
地
域
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
講
座
を
五
月
十
一
日
午

前
十
時
よ
り
、
人
材
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
佐
藤
典
子

氏
を
講
師
に
招
き
、
つ
ど
え

～
る
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ー

チ
ン
グ
で
地
域
づ
く
り
」
。

当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、

事
前
の
電
話
確
認
が
必
要
で

す
。（
６
２

－

９
０
９
０
）

協働のまちづくり推進情報紙平成２５年５月９日発行 第２１号 [ 1 ]

井 原 市 市 民 活 動 セ ン タ ー 《 発 行 所 》

井 原市市民活動センター

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

http://www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

平成２４年度最後のつどえ～る講演会が

３月９日、就実短期大学の田中誠教授

（写真上）を招いて開かれ、市民ら６６

人が受講しました。

地

域

づ

く

り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

井
笠
圏
域
を
対
象
に
、
法

律
、
教
育
、
防
災
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
等
の
専
門
家
を

中
心
と
し
て
、
住
民
の
「
あ

ん
し
ん
」
を
願
う
と
と
も
に

「
団
塊
世
代
」
の
持
つ
様
々

な
智
恵
を
共
有
・
実
践
す
る

場
と
し
て
「
真
に
役
立
つ
」

組
織
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
ん
し
ん
（
代
表
・
浅
野

毅
）
が
、
次

の
分
野
で
活

動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
・

障
害
者
福
祉

分
野
】

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す

る
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見

分
野
等
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
出
前
講
座
を
開
く

こ
と
で
、
地
域
高
齢

者
の
福
祉
向
上
へ
の

啓
発
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
成
年
後
見
の

受
任
を
法
人
と
し
て

行
う
。

【
教
育
分
野
】

子
ど
も
た
ち
の
人

間
と
し
て
の
思
考
力

・
判
断
力
・
実
行
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
、

人
間
力
・
自
分
力
の

向
上
を
図
る
「
や
る

樹
ひ
ろ
ば
」
を
開
設
す
る
。

き【
防
災
防
犯
分
野
】

地
域
住
民
に
対
す
る
、
防

災
・
防
犯
に
対
す
る
意
識
向

上
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
や
出
前
講
座
を
行
う
。

井原町まちづくりの会主催

つ
ど
え
～
る

田
中
教
授
「
障
害
者
雇
用
に
理
解
を
」

つどえ～る講演会

「このチョークは従業員の７割が知的障害者とい
う会社が作っています」と話す田中誠教授

体育館で桜まつり

備
中
神
楽
を
熱
演
す
る
伝
承
教
室

の
子
ど
も
た
ち

▲

三
つ
の
分
野
で
広
域
活
動

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
１
回
つ
ど
え
～
る
写

真
展
の
開
催
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

現
時
点

で
は
十
二

月
頃
を
予

定
し
て
お

り
、
会
場

は
つ
ど
え
～
る
１
階
。
募
集

作
品
の
テ
ー
マ
は
「
ま
ち
づ

く
り
」
と
な
る
見
通
し
。
応

募
は
井
原
市
在
住
か
勤
務
の

方
に
限
り
、
一
人
三
点
程
度

と
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
は
じ
め
、
自
治
会
・
消
防

・
少
年
団
・
婦
人
会
な
ど
の

地
域
活
動
を
写
し
た
明
る
い

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
も
よ
い
被
写
体
と

な
る
で
し
ょ

う
。井

原
市
の

ま
ち
づ
く
り

を
紹
介
す
る

写
真
展
の
募

集
要
項
等
、
詳
し
い
内
容
は

次
回
の
つ
ど
え
～
る
通
信
に

掲
載
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

つ
ど
え
～
る
写
真
展
を
計
画



緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
の

講
習
会
が
つ
ど
え
～
る
で
四

月
二
十
日
、
井
原
高
校
の
芝

吹
先
生
を
招
い
て
行
わ
れ
、

十
八
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
水
や
肥
料
の
や

り
か
た
、
土
つ
く
り
な
ど
、

つ
る
植
物
の
上
手
な
育
て
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参

加
者
に
は
ゴ
ー
ヤ
の
苗
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
に
よ
る
緑
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
申
込
は
、

六
月
か
ら
つ
ど
え
～
る
で
受

け
付
け
ま
す
。

井
原
市
は
三
月
十
九
日
、

二
部
門
に
申
請
が
あ
っ
た
四

団
体
へ
、
補
助
金
の
交
付
を

決
定
し
ま
し
た
。

■
ま
ち
づ
く
り
事
業

①
池
井
の
恵
み
「
い
た
だ
き

ま
ー
す
」
実
行
委
員
会

・
自
然
と
恵
み
と
文
化
を
活

用
し
た
都
市
と
の
交
流
事

業
（
３
年
目
）

１
４
５
０
０
０
円

②
明
治
ご
ん
ぼ
う
村
運
営
協

議
会

・
明
治
ご
ん
ぼ
う
村
ま
ち
づ

く
り
事
業
（
２
年
目
）

４
０
０
０
０
０
円

③
井
原
マ
イ
レ
ー
ル
プ
ラ
ザ

・
「
ジ
ー
ン
ズ
の
ふ
る
さ
と

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
に
よ
る
町

お
こ
し
事
業
（
新
規
）

５
０
０
０
０
０
円

■
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

①
芳
井
宵
あ
か
り
実
行
委
員

会
・
芳
井
宵
あ
か
り
事
業
（
２

年
目
）

４
５
０
０
０
０
円

ま
ち
づ
く
り
先
進
地
の
視

察
研
修
を
目
的
に
広
島
県
呉

市
か
ら
四
十
六
人
が
三
月
一

日
、
井
原
を
訪
れ
ま
し
た
。

呉
市
は
自
治
会
ご
と
に
特

性
を
活
か
し
た
新
た
な
事
業

を
呼
び
か
け
、
担
当
職
員
派

遣
制
度
を
い
ち
早
く
設
け
る

な
ど
、
市
民
と
行
政
の
一
体

化
を
図
り
、
効
果
を
あ
げ
て

い
る
先
進
地
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。

要
請
に
沿
い
一
行
を
迎
え

た
の
は
、
井
原
町
の
は
っ
ぴ

い
ひ
ろ
ば
・
と
ま
と
さ
ん
家

と
倉
掛
自
治
連
合
会
で
「
そ

れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
を
し
て

い
る
」
と
呉
市
か
ら
評
価
さ

れ
、
研
修
先
に
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。

井
原
市
文
化
協
会
洋
画
部

（
原
田
晋
作
部
長
・
二
十
九

人
）
が
三
月
二
十
二
日
か
ら

三
日
間
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
水
曜
例
会
（
小
品
）
展
を

開
き
ま
し
た
。

館
内
に
は
大
小
四
十
七
点

の
水
彩
や
油
彩
の
絵
画
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
フ
ァ
ン
ら

は
出
品
目
録
を
片
手
に
個
性

溢
れ
る
作
品
を
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つどえ～るご利用メモ

井原市文化協会洋画部の31名が、

水彩・油彩など３号～60号の新作約

50点を展示し、春の作品展を開催い

たします。

どうかご高覧賜りますようご案内

申し上げます。

◇ ◇

▽と き 5月10日～5月12日

9：00～17：00

（12日は16：00まで）

▽会 場 市民ギャラリー

（田中美術館東隣）

▽連絡先 井原市文化協会洋画部

原田晋作 0866-84-8206

〒714-1227

小田郡矢掛町小田5784

平成24年度のつどえ～る利用者数

が、過去最多だった平成22年の7312

人を上回る8335人を記録しました。

前期後期ともに4000人を超え“公益

的活動の推進”という本来の施設利

用目的に沿って、今後も引き続き多

くの方々にご利用いただけるよう運

営してまいりたいと考えています。

ミ

ニ

情

報

■春の洋画部展のご案内

備中西商工会青年部美星支部
（代表 坂川 順一）

・まちづくり岡山ネットワーク
（代表 吉澤万千子）

さくらの家
（代表 落合 清三）

欅の杜塾
（代表 田村 俊逸）

鳥羽踊り保存会
（代表 尾山 立志）

プラント
（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会
（代表 三宅 秀治）

・はっぴいひろばとまとさん家
（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会
（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル
ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
五 味 会

（代表 宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（代表 北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室

（代表 藤井 和海）
倉掛自治連合会

（会長 山岡 弘幸）
岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）
・ビビッド経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 藤田 浩一）
たかやランニングクラブ

（代表 高木 完二）
井原ライトクラブ

（代表 西村 祐子）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会（代表 大元 重明）
猪清サロン スミレクラブ

（代表 曽根 勝）
井原手話サークル

（代表 山足 敏子）
サロンあすは

（代表 妹尾 一成）
緑のカーテンコンテスト実行
委員会（代表 安井佐代子）

・あんしん
（代表 浅野 毅）

・市民交流ネットワーク井原
（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録28団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

■つどえ～る利用者増加

４
団
体
へ
補
助
金

ま
ち
づ
く
り
事
業
等
へ
弾
み

市
民
ら
多
数
鑑
賞

水
曜
例
会
展

洋
画
部
開
く

呉
か
ら
46
人
視
察

実行委員会

と
ま
と
さ
ん
家

倉
掛

自
治

連

緑のカーテンコンテスト


